
第３学年 数学科学習指導案 
 

 

１ 単元名 円の性質 

 

２ 単元について 

中学校第１、２学年での図形分野の学習では、小学校で学習してきた性質をこれまで学習して

きた事柄を根拠として、論理的に筋道を立てて証明してきた。円は身近にある曲線図形としても

っとも単純できれいな図形であり、生徒は小学校以来いろいろな場面で目にしてきている。本単

元で扱う円周角と中心角の関係については、観察、操作や実験などの活動を通してその関係を見

出し理解できるようにするとともに、円についての理解を深めていきたい。また、その考察を通

して、第２学年に引き続き数学的な推論の必要性や意味及び方法についての理解を深め、図形に

対する直観力や洞察力とともに、論理的に考察し表現する能力を伸ばしていきたい。そして、図

形の性質について一層深く考察することや、見出した性質や定理を具体的な場面で活用すること

も重視していきたい。 

指導に当たっては、生活の中での数学に着目させ、現在学習中である図形の性質を利用した問

題を数学的に考えさせたい。多くの生徒が興味をもつような題材を選び、積極的な取組ができる

ようにしたい。本時の活動が、物事を数学的な考え方でとらえることができる契機となるよう、

自力解決場面とグループ学習を取り入れながら、学習を進めていきたい。 

 

３ 単元目標 

（１）様々な事象を円周角と中心角の関係とらえたり、平面図形の基本的な性質や関係を見出し

たりするなど、数学的に考え表現することに関心をもち、意欲的に数学の問題の解決に活用

して考えたり、判断したりする。 

（２）円周角と中心角の関係についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら、事象に

潜む関係や法則を見出したり、数学的な推論の方法を用いて論理的に考察し表現したり、そ

の過程を振り返って考えを深めたりする。 

（３）円周角や中心角の関係を用いて円周角や中心角の大きさを求めたり、作図したりする。 

（４）円周角と中心角の関係及びそれが証明できることなどを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 単元の評価規準 

 

５ 指導と評価の計画（全１０時間：本時 ９／１０） 

ア 数学への関心・ 

意欲・態度 

イ 数学的な見方や 

考え方 
ウ 数学的な技能 

エ 数量、図形につい

ての知識・理解 

①円周角と中心角に関心

をもち、それらの関係や

性質を見出したり、その

証明にどのような図形の

性質が用いられているの

かを考えたりしようとし

ている。 

②円周角と中心角の関係

を用いて具体的な事象を

とらえることに関心をも

ち、問題の解決に生かそ

うとしている。 

 

①円周角と中心角の関係

や、同じ弧に対する円周

角の性質を見出すことが

できる。 

②円周角と中心角の関係

の証明を読み、どのよう

な図形の性質が用いられ

ているのかを考えること

ができる。  

③与えられた図形の中に

円を見出したり、日常生

活の場面で対象を理想化

や単純化することで円と

みなしたりして、円周角

と中心角の関係を用いる

ことで図形の性質などを

考えることができる。 

④円周角と中心角の関係

を用いて考えた結果が適

切であるかどうかを振り

返って確かめることがで

きる。 

①円周角と中心角の関係

や、同じ弧に対する円周

角の性質などを記号を用

いて表したり、その意味

を読み取ったりすること

ができる。 

②円周角と中心角の関係

を用いて、角の大きさを

求めることができる。 

③円の外側にある１点か

ら円に接線をひく作図

や、長方形を使って円の

中心を求めることなどが

できる。 

 

①円周角の意味、円周角

と中心角の関係及び同じ

弧に対する円周角の性質

の意味を理解している。 

②円周角と中心角の関係

が証明できることを理解

している。 

③円周角の定理の逆の意

味を理解している。 

④円の外側にある１点か

ら円に接線をひく作図の

方法や、長方形を使って

円の中心を求める方法な

どの手順を理解してい

る。 

時

限 
ねらい 主な学習活動・内容 指導上の留意点 

評価規準 
評価方法 

関 見 技 知 

１ 

 

 

 

円周角の意味を

理解することが

できる。 

 

 

 

円周角と中心角の大

きさの関係について

調べる。 

 

 

 

 

 

操作活動を通して、

一定の弧に対する円

周角の大きさや円周

角と中心角の大きさ

の関係を考えさせ

る。  
 
 

① 
 
 

① 
 
 

① 
 
 

 
 
 
 
ノートの記述内
容をもとに確認
する。 

２ 

・ 

３ 

 

 

 

円周角の定理が

証明できること

を理解すること

ができる。 

 

 

 

円周角の定理を証明

する。 

 

 

 

 

 

 

円周角の位置がい

ろいろに変化した

場合の証明を考え

させる。  

  

 

 

 

① 

 

 

 

② 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

② 

 

  

 

 

 

ノートの記述内

容、グループ活動

での発言の様子

をもとに確認す

る。 

４ 

・ 

５ 

 

 

 

円周角の定理の

逆が成り立つこ

とを理解するこ

とができる。 

 

 

 

円周角の定理の逆を

証明する。  

 

 

 

 

点が円周上にある

場合とない場合に

ついて、考えさせ

る。  

  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
① 
 
 

  
 
 
 
③ 
 
 

 

 

 

ノートの記述内

容をもとに確認

する。 

【めあて】 円周角の意味を理解することができる。 

【めあて】 円周角の定理の逆が成り立つことを理解することができる。 

【めあて】 円周角の定理が証明できることを理解することができる。 



 

 

６ 本時の学習（第９時間目） 

（１）目標  円の性質や円周角の定理を使って、どの位置から蹴るのが入りやすいか説明することが

できる。 

（２）準備  ワークシート、ヒントのプリント、定規、コンパス、分度器 

（３）展開 

学習活動・内容 指導上の留意事項 評価規準（評価方法） 

１ サッカーボールを蹴ってゴー

ルに入れるのに、どの位置から蹴

るのが入りやすいかを予測し、理

由も考える。（個人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の持っている道具を使って、 

 考えてもよいことを伝える。 

・条件に沿って考え、角度を使って

どの地点から蹴るのが入りやすい

のかを考えさせる。 

・予想を発表させ、課題を共有させ

る。 

☆角度・距離などキーワードを拾い

上げる。 

・A～D から見たゴールの写真を提示

する 

 

 

 

 

 

☆角度とはどこの角度か？など共通 

で理解が必要な事柄を確認する。 

○関心・意欲・態度 

しっかりと予測できて

いるか（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

円の性質を使っ

て、問題にあった

作図をすること

ができる。 

 

 

 

円外の点からひいた

円の接線を作図す

る。 

 

 

 

接線がひけたと考

えることで、円と接

線の関係に気付か

せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

ノートの記述内

容、グループ活動

での発言の様子

をもとに確認す

る。 

７ 

・

８ 

 

 

 

円の性質を証明

の根拠として使

うことができる。 

 

 

 

円周角の定理を使っ

て、相似の証明をす

る。 

 

 

 

相似条件を成り立

たせるために、円周

角の定理が活用で

きることに気付か

せる。 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシートの

記述内容、グルー

プ活動での発言

の様子をもとに

確認する。 

９ 

本

時 

・ 

10 

 

 

 

 

身近な問題を円

の性質を使って、

説明することが

できる。 

 

 

 

円の性質を具体的な

場面で活用する。 

 

 

 

与えられた図形の

中に円を見出すこ

とができるように

する。 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

  

 

 

ワークシートや

ノートの記述内

容をもとに確認

する。 

【めあて】 円の性質を証明の根拠として使うことができる。 

【めあて】 円の性質を使って、問題に合った作図をすることができる。 

【めあて】 身近な問題を円の性質を使って、説明することができる。 

10 の視点① 
生徒にとって身近な出来

事を取り上げ、解決への意欲
を高めることができる課題
が設定されています。数学の
苦手な生徒もこれまでの生
活経験と照らして、どこから
蹴ればよいのか見通しをも
つこともできます。日常生活
におけるできごとを数学と
結び付けて考察したり処理
したりする活動を通して，数
学を利用することの意義を
実感できるようにすること
が大切です。 

【改善】 

A～D から見たゴールの写

真を提示し、生徒が問題場面

を把握しやすくなるよう支

援した。 

【改善】「自分の考えを数学的に表現することができる。」から、

具体的な姿がイメージしやすい目標に改善した。 



 

２ 説明を考えよう。 

（班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 数学的に説明しよう。（全体） 

 

 

 

 

 

４ 本時のまとめをする。（一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の振り返りをする。（個） 

 

 

・自分の予測した地点の角度が大き

くなる理由を数学的に（用語・定

義・定理等を利用）説明できるよ

う机間指導する。 

 

・既習事項である「円周角の定理」

が利用できることに気付かせる。 

☆班で考えを持ちより、解決を目指

すこと。全体の前で説明してもら

うので、人任せにしないこと。 

 

 

 

・考えた説明を発表させる。 

・証明になっていなくても数学的に

（用語・定義・定理等を利用）説

明すれば良いことを伝える。 

 

 

・ワークシートの振り返りにこの時

間で自分自身が学んだことを自分

の言葉で表現するように伝える。 

・次の時間の内容（予習事項）を伝

える。 

（確認のため発問） 

☆地点 B と角度が等しくなる地点 E

を地点 D の近くに定規やコンパス

を使って、作図しよう。 

 

 

○見方・考え方 

自分の考えを数学的に

説明できているか（ワー

クシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○関心・意欲・態度 

自分の意見を説明でき

るか（発表）・人の意見

を自分の意見と比べ、聞

いているか（発表） 

 

なかなか説明が考えられない生徒に対して、ヒントを与える 

【改善】 

例えば、「問題の中にどんな図形

が見えますか？」と問い、問題

の中に隠れている三角形や円に

目を向けることができるように

した。 

10 の視点⑦ 
授業の最後に、学習し

た方法を使い、条件に合
わせて作図をする問題を
設定することで、本時の
ねらいを全員の生徒が達
成できたかどうかについ
て評価をすることができ
ます。 
作図以外にも、一人一

人が円周角を使った問題
を作問し、解き合うとい
った活動が考えられま
す。 

10 の視点⑤ 
考え方や理由を説明する

際、式、定理・定義等、数学
的な表現を用いて伝え合うこ
とにより、数学的に表現する
ことのよさを実感できるよう
にすることが大切です。 


